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おり､簡便なテス トといえる｡年齢は3群 仏 群6-8歳､B群9-11歳､C群 12-
14歳)に分け実施された｡結果は興味深いもので､cwmStroopにおいて%Correct
はB,C群がA群に比し有意に高い結果が得られた一方､Go/NoGo.では%0mi88i｡n
において年齢が高くなるほど有意に見逃し率が低くなるのに対して､%Commi8由｡n
では各年齢群で差は認めなかったoこれは2つの検査がそれぞれ異なる脳の活動部位
に基づくためと考えられた｡ これら健常小児の結果に基づき､発達障害児における
評価法として広く応用が可能と考えられ､価値ある業練と蘭める.
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
